
市からの 知らせお

142020年（令和2年）2月号

問地域づくり応援課（本庁舎 2 階）　☎ 0538-37-4751　ＦＡＸ 0538-32-2353

3月11日は「家庭防災の日」

今
や
ろ
う
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
「
減
災
」
対
策
！

　

磐
田
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」「
家
族

の
命
は
家
族
が
守
る
」
と
い
う
自
助
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
3
月

11
日
を
「
家
庭
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
意
識
に
勝
る
防
災

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
や
大
切
な
人
を
守
り
、
被
害
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
す
る
た
め
に
も
、
家
庭
防
災
の
日
に
は
家
庭
に
あ
る
磐

田
市
防
災
フ
ァ
イ
ル
や
2
月
上
旬
に
全
戸
配
布
し
た
黄
色
い
チ
ラ
シ

を
活
用
し
、
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　 携帯トイレ（便袋）を備蓄しよう

　災害による停電や断水などで水洗トイレが使用できなく
なる場合があります。災害時のトイレ問題は健康問題につ
ながります。携帯トイレ（便袋）は自宅の洋式便器などに
設置して使用できるので、少しでも快適な在宅避難生活を
送れるよう携帯トイレを備蓄しましょう。
　携帯トイレは、市内ホームセンターなどで購入できます。
目安として家族 1 週間分を備蓄するようにしましょう。

　 家族に無事を伝えよう

　災害時は電話が繋がりにくい状況になります。災害用伝
言ダイヤル「１７１」やＳＮＳなどを使って、家族に自ら
無事を発信することが大切です。どのように連絡をとりあ
うか事前に家族で話し合いましょう。

　　　　　　災害用伝言ダイヤル１７１

　被災地の方などの電話番号や携帯電話の番号宛てに、安
否情報などのメッセージを音声で録音、再生できる無料の
サービスです。固定電話、公衆電話、携帯電話、PHS、避
難所の特設公衆電話などから利用できます。震度 6 弱以上
の地震発生時などに利用できるようになります。
　毎月 1 日と 15 日は無料体験利用ができます。詳しくは
ＮＴＴ西日本㈱ホームページ（https://www.ntt-west.co.jp/
dengon/）をご覧ください。

※事前の申し込みは不要です。伝言の登録料は無料ですが、
通話料がかかる場合があります

災害用伝言ダイヤル１７１の使い方

携帯トイレ
使用イメージ

伝言の録音 方法

音声ガイダンスが流れる

音声ガイダンスが流れる

にダイヤル

録音を選ぶ

1 7 1

1

被災地の人の電話番号を入力

伝 言 の 再 生 方 法

音声ガイダンスが流れる

音声ガイダンスが流れる

にダイヤル

再生を選ぶ

1 7 1

2

被災地の人の電話番号を入力
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15 2020年（令和2年）2月号

問福祉課（i
あい

プラザ 3 階）　☎ 0538-37-4814　ＦＡＸ 0538-36-1635

ご存じですか？更生保護を支える人たち

立
ち
直
り
を
見
守
り
支
え
る
「
更
生
保
護
」

　

社
会
の
中
で
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、
再
び
犯
罪
や
非
行
を

重
ね
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
を
見

守
り
支
え
る
こ
と
を
「
更
生
保
護
」
と
言
い
ま
す
。

　

市
内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
活
動
を

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

犯
罪
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

市
内
で
は
保
護
司
会
・
更
生

保
護
女
性
会
を
中
心
に
、
毎
年

7
月
の
強
化
月
間
に
合
わ
せ
て

啓
発
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

◉
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

次
代
を
担
う
中
学
生
に
日
常
生
活
、 

学

校
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、

犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し
て
感
じ
た
こ

と
を
作
文
に
し
、
本
運
動
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
鈴
木
萌め

瑠る

さ
ん
（
南
部

中
2
年
）
に
、
南
磐
田
地
区
保
護
司
会

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

犯罪・非行歴のために仕事に就
くことが難しい人たちを、その
事情を理解した上で雇用し、立
ち直りを支援する事業者です。
市内に 11 事業所あります。

南磐田地区
協力雇用主会

女性の立場から、地域における
犯罪予防の活動や子どもたちの
健全育成のための子育て支援活
動などを行うボランティア団体
です。市内に 83 人います。

南磐田地区
更生保護女性会

更生ペンギンの
ホゴちゃん

犯罪や非行により「保護観察」を受けることになった人
の生活を見守り、さまざまな相談にのったり、指導した
りしています。犯罪を予防するための地域活動などにも
取り組んでいます。法務大臣より委嘱を受けた保護司は
市内に 45 人います。

南磐田地区 保護司会
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162020年（令和2年）2月号

自
転
車
は
自
転
車
等
駐
車
場
へ

J
R
J
R
磐
田
駅
周
辺
は

磐
田
駅
周
辺
は
放
置
自
転
車
等
指
導
整
理
区
域
で
す

問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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Ｊ
Ｒ
磐
田
駅
周
辺
に
は
「
放
置
自
転
車

等
指
導
整
理
区
域
」（
下
図
参
照
）
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
路
上
へ
の
駐
車
は
景
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
消
火
・

救
急
活
動
な
ど
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
ま

た
、
目
の
不
自
由
な
方
の
通
行
の
妨
げ
と

な
り
大
変
危
険
で
す
。
区
域
内
に
一
定
時

間
以
上
放
置
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
は
、
市

が
撤
去
し
ま
す
。

自
転
車
等
駐
車
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
は
Ｊ
Ｒ
磐
田
駅
周
辺
に
5
カ
所

あ
る
自
転
車
等
駐
車
場
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
方
が
自
転
車
等
駐
車

場
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
所
定
の
場
所
に

順
序
良
く
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。
長
期
に

わ
た
り
放
置
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
は
、
市

が
撤
去
し
ま
す
。

自
転
車
に
は
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う

  

自
転
車
等
駐
車
場
内
で
も
自
転
車
の
盗
難

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
止
め
る

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

の
ら
猫
・
飼
い
猫
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
環
境
課
（
西
庁
舎
1
階
）
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磐
田
市
内
で
は
、
年
間
5
0
0
匹
以
上

の
猫
が
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
不
幸
な
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

の
ら
猫
へ
の
餌
や
り

　

の
ら
猫
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
餌
だ

け
を
与
え
、
猫
の
生
活
に
は
関
与
し
な
い

と
い
う
無
責
任
な
餌
や
り
は
猫
の
た
め
に

な
ら
な
い
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
屋
外
に
飼
い
猫
の
餌
を
置
い
た

ま
ま
に
す
る
と
、
の
ら
猫
が
住
み
着
き
繁

殖
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
の
猫
の
糞

尿
や
、
餌
に
寄
っ
て
く
る
猫
以
外
の
野
性

動
物
や
害
虫
が
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
餌
は
置
い
た

ま
ま
に
せ
ず
、
飼
い
猫

が
食
べ
終
え
た
ら
す
ぐ

に
片
付
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

の
ら
猫
の
避
不
妊
・
去
勢
手
術

　

猫
は
繁
殖
力
が
高
い
動
物
で
、
１
組
の

親
猫
か
ら
１
年
間
で
最
大
50
匹
以
上
に
増

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
課
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
に
対
し
、
補
助
金
を
出

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
増
え
す
ぎ
た
猫
に

困
っ
て
い
る
方
や
、
不
幸
な
猫
を
減
ら
し

た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
、
事
前
申
請
が

必
要
な
た
め
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
い
猫
は
室
内
飼
い
を

　

屋
外
は
の
ら
猫
と
の
ケ
ン
カ
や
交
通
事

故
に
あ
う
危
険
性
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
に
よ
る

感
染
症
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
猫
の
安
全

の
た
め
に
も
室
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

◇
望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
に
、
飼
い

猫
に
も
不
妊
・
去
勢
手
術
を
お
勧
め
し

ま
す

◇
万
が
一
迷
子
に
な
っ
た
と
き
の
た
め
、

猫
に
首
輪
を
着
け
て
、
飼
い
主
の
連
絡

先
を
明
記
し
ま
し
ょ
う

際
に
は
、
し
っ
か
り
と
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ

う
。
盗
難
の
被
害
に
遭
い
に
く
く
す
る
た

め
に
は
２
カ
所
以
上
施
錠
（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

浜松いわた信用金庫

▶
放
置
自
転
車
等
指
導

　
整
理
区
域
の
標
識

① 磐田市栄町自転車等駐車場
② 磐田西町第 1 自転車駐車場
③ 磐田西町第 2 自転車等駐車場
④ 磐田駅南自転車等駐車場
⑤ 磐田駅東自転車駐車場
※①のみ有料（自転車1日50円、

原動機付自転車 1 日 100 円）

■放置自転車等指導整理区域
■自転車等駐車場（①～⑤）
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17 2020年（令和2年）2月号

　

俳
句
を
通
じ
て
全
国
に
磐
田
市
を
P
R

し
、
磐
田
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら

お
う
と
、「
第
5
回
い
わ
た
俳
句
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年
7
～
10
月
に「
磐

田
市
の
お
祭
り
」
ま
た
は
「
雑ざ

つ

詠え
い

」
を
句

題
と
し
て
全
国
に
広
く
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、1
9
3
4
句
（
一
般
の
部
3
5
9
句
、

小
・
中
学
生
の
部
1
5
7
5
句
）
が
集
ま

り
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
作
品
が
決
定

　

大
会
選
者
の
宇
多
喜
代
子
氏
、
対
馬

康
子
氏
、
髙
柳
克
弘
氏
に
よ
る
選
考
の

結
果
、
一
般
の
部
、
小
・
中
学
生
の
部

各
30
作
品
の
入
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
中
か
ら
、
各
部
門
の
特

選
に
な
っ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
全
て
の
入
選
句
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
特
　
選

【
一
般
の
部
】

宇
多
喜
代
子
選

　

春
の
雲
山
よ
り
山
へ
少
し
づ
つ

小
林
陸
人
（
福
井
県
坂
井
市
）

対
馬
康
子
選

　

青
春
の
旅
の
匂
ひ
や
干
菜
風
呂

近
藤
晴
子
（
浜
松
市
）

髙
柳
克
弘
選

　

鈴
拾
ふ
後
の
彼
岸
の
入
り
の
日
に

兵
藤　

惠
（
磐
田
市
）

【
小
・
中
学
生
の
部
】

宇
多
喜
代
子
選

　

ガ
ラ
ス
ご
し
は
り
つ
く
蛙
白
い
腹

鈴
木
元げ
ん

人と

（
福
田
小
）

対
馬
康
子
選

　

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
だ
れ
の
心
を
う
つ
し
た
か

兵
藤
躍よ
う

太た

（
磐
田
第
一
中
）

髙
柳
克
弘
選

　

噴
水
や
青
空
貫
く
白
い
剣

鈴
木
彩あ
や

夏か

（
磐
田
第
一
中
）

「
お
助
け
号
」
の
運
行
内
容
変
更

指
定
施
設
の
追
加
や
予
約
受
付
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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い
わ
た
俳
句
大
会
入
選
作
品
が
決
定 

全
国
か
ら

全
国
か
ら
1
9
3
4

1
9
3
4
句
が
集
ま
り
ま
し
た

句
が
集
ま
り
ま
し
た

問
教
育
総
務
課
（
西
庁
舎
3
階
）
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通
院
や
買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活
の
移

動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
お
助
け
号
」
を
よ

り
便
利
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
変
更
を
し
ま
す
。

①
指
定
施
設
の
追
加

②
予
約
受
付
時
間
変
更

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
運
行
事
業
者
の
受

付
体
制
縮
小
に
伴
い
「
お
助
け
号
」
の
予

約
受
付
時
間
を
現
在
の
「
24
時
間
」
か
ら

「
午
前
7
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
」
に
変
更

し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

③
指
定
施
設
間
移
動
の
終
了

　
「
豊
岡
線
」
で
試
験
運
行
し
て
い
た
指
定

施
設
か
ら
指
定
施
設
へ
の
施
設
間
移
動
は
、

令
和
2
年
3
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

※
「
お
助
け
号
」
の
利
用
に
は
事
前
登
録

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。
利
用
方
法
や
運

賃
な
ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

各
支
所
、
ま
た
は
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
3
月
中
旬
更
新
予
定
）

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
地
域
づ
く
り

応
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

運
転
経
歴
証
明
書
交
付
要
件
の
緩
和

　

運
転
免
許
証
が
失
効
に
な
っ
た
方
で
も
、

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
の
失
効
で
あ
れ

ば
運
転
経
歴
証
明
書
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
西
部
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
5
3

－

5
8
7

－

2
0
0
0
）
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

施　設　名 対象路線
令和2年4月から

中央図書館
北部線
東部線
南部線

ＪＲ御厨駅
北部線
東部線
福田線

竜洋交流センター 竜洋線
令和元年8月に実施済み
レモン歯科 中央線

ふたばクリニック 東部線




